
PS-30 Bawa Chak: PUMP ROOM PLAN
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PS-30 Bawa Chak: ROOM SECTION
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PS-3 Chokera: WESTERN DOMESTIC SWAGE TREATMENT PONDS HYDRAULIC PROFILE
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PS-3 Chokera: BY-PASS STRUCTUIRES

3-51



PS-31 Satiana Road & PS-36 Ahmed Nagar: ROAD CROSSING
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PS-31 Satiana Road: SATIANA ROAD SULLAGE DRAIN
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PS-30 Bawa Chak: ROAD CROSSING
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3-2-4 調達計画 

 

3-2-4-1 調達方針 

 

 本プロジェクトは日本国政府の無償資金協力制度の枠組に沿って実施される。協力計画

は、日本国政府において承認され、両国による E/N、G/A が締結された後に実施に移ること

となる。この後、「パ」国政府により、日本法人コンサルタントが選定され、実施設計作業

に入る。実施設計結果に基づく入札図書の完成後、入札によって決定した日本法人請負業

者により機材調達が行われる予定である。また、事業を実施する場合の基本事項及び特に

配慮を要する点は、以下の通りである。 

 

(1) 事業実施主体 

 本プロジェクトの実施機関はファイサラバード WASA である。本機関は、管轄地域であ

るファイサラバード市を西と東に分け、それぞれの支局によって業務を分担している。さ

らに、各支局をそれぞれ 3 ヶ所の支部に分割されて機材の維持管理を行っている。コンサ

ルタントと請負業者は WASA との協議し、機材の引渡しを行う。 

 

(2) コンサルタント 

 無償資金協力による機材調達のために、無償資金協力の基準及び手続きに精通した日本

法人コンサルタントが「パ」国政府と設計監理契約を結び、実施設計及び調達監理業務を

行う必要がある。また、コンサルタントは入札図書を作成するとともに、事業実施主体に

対し、入札実施業務を代行する。 

 

(3) 請負業者 

 我が国の無償資金協力制度により、公開入札で選定される日本国法人請負業者が、機材

の調達を行う。また、調達機材は調達後も引続きスペアパーツの供給、故障時の対応等の

アフターサービスが必要と考えられるため、請負会社は、機材引渡しの後の連絡調整につ

いても十分配慮する必要がある。 

 

(4) 技術者派遣の必要性 

 本プロジェクトの無償資金協力は、下水・排水の清掃及びポンプ場機能強化のための機

材調達であり、一部ポンプの据付がある。したがって、車両類の試運転、ポンプ据付・試

運転等に係る技術者派遣が必要である。 
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(5) 機材調達の方針 

 

1) ポンプ場の強化に係わる機材の調達方針 

ア 現状の汚水処理の能力を検証し、設備や機材の導入時点の状態を予想するため 2015

年を目標年とした汚水処理能力を検討した。 

イ WASA と協議し、既設のポンプ場について、現在および将来の都市の発展を考慮し、

汚水ポンプ場の重要度に沿った増強を検討した。 

ウ WASA では下水道システムの見直しを実施中で、市周辺部にすでに昨年から新設汚

水ポンプ場が建設され、稼動している施設もある。これらの設備は新しいため、当

プロジェクトのポンプ場の検討の対象外とした。 

エ 既存の汚水ポンプには種類が異なるものがある。横型モータによるベルト駆動のポ

ンプ、縦型モータによる 2 床式の縦軸駆動のポンプ、横型モータでギアボックス経

由の縦軸駆動するポンプ、2010 年に導入された水中ポンプなどがあり、容量、入口

バルブや逆止弁との組合せなど多様であるが、既存のポンプの更新と補強の観点か

ら検討し、原則として既存のタイプと同一の汚水ポンプとした。 

オ 計画停電への対応として非常時運転用ディーゼル・エンジン付発電機の調達は必要

であるが、原則として既存の発電機で対応するものとし、市周辺排水ポンプ場の主

要ポンプ場で能力不足があるものはその必要性に留意した。 

カ 「パ」国における工業用商用電力は、3 相 4 線 400V で 50Hz である。一般的に発電

機の出力は 60Hz での呼出力であるため、選定する発電機は 50Hz で上記の出力を確

保できることが必要であることに留意する。 

 

2) 下水溝の流下能力向上と能力確保に係わる機材の調達方針 

ア ファイサラバード市は平坦な地形である。地表面の高低差は 3m 程度であるため、下

水溝底の勾配はゆるく、下水の流速も遅い。さらに現状では、下水溝には汚泥とご

みが沈積し本来の機能を維持していない。下水管も同様であり、これらの堆積物の

清掃と浚渫を行うためには、適切な機材が必要であり、老朽化した機材の更新を検

討した。 

イ 下水管・下水溝の清掃用の機材は保有されているが、多くは老朽化が進んでいる。

下水管・下水溝の清掃作業にはバケット・クレーンやバックホウが重宝である。し

かし、現場はアクセス事情が悪く、機材保管場所から現地へ向かう市内の道路も狭

い場所が多い。さらに、家庭用電力供給の電線も低い位置にあり、大型の機材はそ

の操作が制限される。このため、機材は作業場所に応じた中型及び小型を検討した。 

ウ 下水管の閉塞には、高圧洗浄車が有効であるとのファイサラバード WASA の考えが

ある。管内の詰まった箇所に放水することで閉塞部分に穴を開け、下水の通過を促

進、閉塞を解消するものである。住民からの不平不満に対応したサービスで、不満

件数から出動頻度を割り出し、機材の必要台数を検討する。汚泥吸引車はオーバー
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フロー排水の吸引用に利用されているが、その作業性の面から、高圧洗浄車で解消

した閉塞下水管の汚泥等やポンプ場ピットの汚泥の吸引も検討した。 

エ 雨季の冠水地域や雨水が流れてきて溜まった低地の冠水、そしてオーバーフローし

た下水をくみ上げる移動式排水ポンプセットは、既存のものが多数あるが、老朽化

したものがほとんどで、機材の更新と補強を検討した。 

オ 作業員数、作業能力、機材の機能、現場の状況などを考慮し、過大な機材のため負

担増となり、使用する機会が少なく、効果的な利用が妨げられないよう、適切な機

材の仕様、数量を検討した。 

 

3-2-4-2 調達上の留意事項 

 

本計画の機材調達に関る留意項に以下の通りである。 

 

ポンプ更新 

ポンプの更新に際して、ファイサラバード市内の排水能力が一時的に低下するため、そ

の影響が最小限となるように、各ポンプ場の更新順位や雨季を考慮した更新時期の設定

などに留意する必要がある。故障などで既に稼動していないポンプの交換を同時期に集

中的に行うなど全体の流下能力への影響に配慮が必要である。運転中の設備については、

冠水被害の頻度、下水量の絶対値、ネットワーク上に連続して配置され機能するものに

ついては相互の影響に留意して更新作業工程を策定する。 

  

3-2-4-3 調達・据付区分 

(1) 日本側負担 

本計画では、以下の内容を日本側で負担する。 

・ 本計画実施上のコンサルタント業務 

・ 清掃機材及びポンプ場機材の調達 

・ 各調達機材の調達地からファイサラバードまでの輸送及び保険 

・ 機材の検収、操業指導等のための技術者派遣 

 

(2) パキスタン側負担 

「パ」国側の負担内容は、相手国側負担事業の概要に後述するが、ポンプ機材の調達に

関わり次の項目については、「パ」国側が行うことで合意した。 

① 必要に応じたポンプ場建屋の改修、または取壊と新設 

② 更新ポンプに応じた既存付帯設備の撤去（ポンプ基礎含む） 

③ 更新ポンプ基礎の築造 

④ ポンプ場付帯設備の整備 
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また、上記①～③については、更新ポンプの据付計画に合わせて実施される必要がある

ことに加え、排水に影響がないように行うことが重要であることを確認し、合意された。 

 

(3) 負担区分まとめ 

上記内容を以下にまとめる。 

表 3-27 負担区分 

日本側負担 「パ」国側負担 

コンサルタント業務 荷受けから据付工事開始までの日本側調達機

材の保管 

清掃機材及びポンプ場機材の調達  

調達機材につき、それぞれの調達地からファイ

サラバードまでの輸送及び保険 

ポンプ場建屋の改修・取壊・新設、ポンプ基礎

含む既存付帯設備の撤去、ポンプの基礎の築造

機材の検収、操業指導等のための技術者派遣 必要な場合、変圧器、分電盤の調達、据え付け、

配線（日本側負担機材まで） 

清掃用機材の現地組み立て 必要な場合、対象外のポンプの付帯設備の整備

必要な場合、清掃用機材の操作指導 工事で発生した廃棄物の処分 

ポンプ本体、ポンプ関連機材(モータ、制御盤、

駆動伝達設備、弁、流入管、吐出管)の現地据

付けおよび配線（日本側負担機材内） 

 

ポンプの現地試運転調整、操作指導  

発電機の現地据付け、現地試運転調整、操作指

導 

 

  

 

3-2-4-4 調達監理計画 

 

(1) コンサルタントの調達監理計画 

コンサルタントは、計画、設計通りの品質や工程を確保すべく、請負業者による機材の

出荷、納入、据付から調整までの各段階において、それらが適正に実施されるよう調達

監理業務を行う。調達監理に係る主な業務内容は以下の通りである。 

・ 調達業者との協議 

・ 工場・出荷前検査の立会と船積前検査の管理 

・ WASA 及び関係諸機関との協議・打合せ 

・ 相手国負担事業の現場確認 

・ 機材調達状況の確認 

・ 機材の通関手続きに係る業務進捗の確認とフォローアップ 

・ 機材検査及び据付工事の検査立会い 



 

3-59 

・ 証明書の発行 

・ 報告書等の提出 

 

監理体制は、邦人の常駐調達監理技術者・調達監理技術者・検査技術者の 3 名及び現地

の据付管理補助要員 1 名で構成する。各技術者の業務内容は、以下のとおりとする。 

 

表 3-28 調達監理計画 
調達監理要員 格付 業務内容 国内 M/M 現地 M/M

常駐調達監理技術者 3 号 機材到着から引渡までの常駐監理 - 5.00 

先方負担事項の進捗確認 
WASA との事前打合せ等 

- 0.33 
調達監理技術者 2 号 

据付終了時の検査・引渡し - 0.23 

検査技術者 1 3 号 機材製作図及び関連図書検査・照合 
工場検査立会 

0.45 - 

出荷前検査立会 3.50 検査技術者 2 
（立会検査） 

4 号 
船積前機材照合検査実施 0.10 

- 

 

(2) 調達業者の調達菅理計画 

現地調達管理計画及び据付工事に際しては、以下の人員配置にて対応するものとする。

また、調達業者からは、現地調達管理／据付工事管理者を 1 名派遣するものとし、その

他に各機材の据付を担当する 3 名の技術者を派遣するものとする。 

 

表 3-29 調達菅理計画 
調達管理要員 格付 業務内容 国内 M/M 現地 M/M

現地調達管理要員 3 号 現地業務の諸手続き、工程管理、 
及び引渡検査 

- 5.00 

検査要員 1 3 号 機材製作図及び関連図書検査・照合 
工場検査実施 

0.45 - 

出荷前検査実施 0.35 検査要員 2 4 号 
船積前機材照合検査立会 0.10 

- 

 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

 

機材の製作前に製造メーカーと仕様について綿密に打ち合わせをし、承認図で確認する。

機材の出荷前には工場立会試験を実施する。機材出荷時点には工場内試験データの提出を

要求する。機材の輸送には、輸送中の環境および環境の変化に十分注意し、輸送中の損傷、

腐食、機能低下などに対する保険を付保する。また輸出梱包など特別の梱包が必要な場合

は適正に実施する。 

 

保管についても、担当業者に対し、温度、紫外線、湿度、ほこり、腐食性ガス、振動な
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どに注意する旨の指示をするとともに、万が一の場合に備えて保険をかける。 

 

現地で不具合等が発見された場合はただちにその場で対応できるよう製造メーカー、デ

ィーラー、輸送業者、保険会社等関係各社との連絡を密にするとともにすぐに対応できる

様に態勢を整えておく。 

 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

 

調達先は、現地での維持管理面への配慮からも重要な点である。また、既に現地市場に

流通しているものが、より廉価であるケースが多いが、高い耐食性の確保という観点から

は、価格のみを優先できない。したがって、現地で流通する国産品、第三国製品の価格と

品質の比較検討を行った。その結果、本件機材の調達先は、以下の通り、我が国、現地及

び第三国を対象に検討した。 

 

なお調達機材は、清掃用機材とポンプ場用機材に大別される。前者は主に車輌類であり、

後者は機械製品である。このため全ての機材をまとめて納入することが可能なメーカーは

なく、それができるのは総合商社となる。 

入札においては経済性を確保するため競争性を高める必要がある。このため商社やメー

カーを問わず、より多くの応札者の参加を促すことが望ましい。このような点から商社の

みならず、清掃用機材は車輌メーカーやその艤装を行っているメーカーが、またポンプ場

機材は、ポンプやプラント設備メーカーがそれぞれ応札可能となるよう想定し、清掃用機

材とポンプ場用機材でロットに分けて入札することとする。 

 

表 3-30 機材調達区分 

分類 機材名 本邦調達 第三国調達 現地調達 

清掃用機材 高圧洗浄車 ○   

 汚泥吸引車 ○   

 バックホウ ○ ○  

 ダンプトラック ○   

 排水ポンプセット   ○ 

 クレーン付トラック ○   

ポンプ場機材 ポンプ ○ ○ ○ 

 発電機 ○  ○ 
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3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 

 

輸送業者から現地据え付け場所または保管場所にて機材を受け取り据え付け工事または

組み立て作業を行う。現地試運転調整を行うと共に必要な場合は、現地初期操作指導を実

施した後に引き渡す。全ての機材は既に WASA の使用実績がある機材であり、既存機械と

メーカーが異なることによる差異を、初期操作指導に行う程度である。このため OJT に関

しては実施する必要は無い。 

 

3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

 

(1) ソフトコンポーネントを計画する背景 

本案件は実施機関である上下水道公社（WASA）に対し、下水・排水路の清掃に必要な機

材を調達し、清掃作業の効率化を図り、排水機能を回復させると共に、集中豪雨による市

内の冠水被害を最小限に抑えることを目的とする。 

 

WASA の管轄地域は、ファイサラバード市の中心を流れる Rakh Branch Canal により、西

と東に分かれる。維持管理を受け持つ、東西二つの支局が配置され、その下にそれぞれ 3

ヶ所、計 6 つの支部が設置されている。また、排水路を担当する排水部が 2012 年に新設さ

れ、3 部局で下水・排水事業の運営・維持管理を実施する体制となっている。本計画で機材

が更新された場合においても、WASA に在籍する現状の職員で対応することを原則とする

が、現在の管理体制化で事業の円滑な推進を図るために必要な緊急対応と予防保全に関わ

る準備体制を整える必要がある。 

WASA は、洪水発生等の緊急時に機敏に対応できる能力を確保し、緊急事態を招かない

ための平常時の下水管、下水溝の沈積汚泥の清掃業務が不十分と考えられる。現実に即し

た作業計画を策定していなため、場当たり的な対応で進まざるを得ない状況を招いている。

本案件は、ファイサラバード市内で慢性的に発生している冠水被害を軽減するために、老

朽化や台数不足が課題となっている機材を調達する計画である。施設や機材の管理方法を

はじめ、作業計画や運営計画等については、WASA の下水・排水担当管理職員と更に詳細

に内容を検討する必要がある。 

 

また、本計画は、市街地で機材を同時並行して運用するため、これを管理する上におい

て、作業効率の向上だけでなく、作業の安全管理の面でも作業員の十分な指導と体制の確

立が必要である。WASA 下水・排水担当管理職員には計画段階での支援に続き、実施面に

おける管理技術を取得するため、作業計画および運営計画に基づき、機材の整備・修理計
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画など実作業を通じて現場管理、工程管理、品質管理等に係る技術移転を行う。 

 

以上に基づき、本件は先方機関の要望を踏まえ、ソフトコンポーネントを導入し、清掃

作業の運営・維持管理計画にかかる技術支援を行う。技術支援を行うことにより、調査の

結果明らかとなった下記課題を可能な限り克服し、事業効果が持続的、効果的に発現する

ものと期待される。 

 

【現状と課題】 

1) 雨季における市内の冠水対策は既存の機材で対応しているが、機材は 1980 年代に調

達したもので、老朽化のため機材の機能が低下している。 

2) 下水管・下水溝からのオーバーフローや冠水被害が発生し、住民からの苦情が WASA

に殺到するため、業務は緊急的作業がほとんどで、定期的な清掃活動が行われていな

い。 

3) 下水溝から取り除かれた固形廃棄物、汚泥が下水溝の路肩に氾濫し、最終的な処分が

なされていない。 

4) 下水管・下水溝へ住民が一般廃棄物を投棄し、下水管・下水溝の機能低下や閉塞状態

を起こしている。WASA は啓発活動としてラジオ、新聞を通して広報活動を実施して

いるが、効果が上がっていない。また、下水サービスは WASA の担当であるが、廃

棄物の管理は TMA の管轄であり、WASA は TMA と協調して活動を行う必要がある。 

 

このような状況に対して、本プロジェクトで、清掃作業の作業計画および清掃機材運営

計画に基づき、実作業を通じた現場管理、工程管理、品質管理等の持続的な運営・維持管

理体制を構築することが、無償資金協力の効果の持続性を確保する上で重要であり、体制

構築に必要な支援をソフトコンポーネントとして実施することが適切と判断される。 

 

(2) ソフトコンポーネントの目標 

「ファイサラバード市内の下水・排水機能が強化され、市内の冠水被害が軽減される。」

とういう本計画の目標達成に資するために、プロジェクト終了時において、WASA が清掃

計画の実施に備え、現実的に無理がなく妥当な作業計画および運営計画を策定することを

目標とする。 

 

(3) ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントにより期待される直接的効果（成果）は、以下のとおりである。 

 

【成果１】 ： WASA の Sub-Engineer と下水・排水担当管理責任者（Sewer Supervisor）が



 

3-63 

清掃作業計画および運営計画の必要性を認識し、その策定に係る技術を習得

する。 

【成果 2】 ： 市民の下水管・下水溝への固形廃棄物の投棄が減少する。 

 

(4) 成果達成度の確認方法 

「(3) ソフトコンポーネントの成果」に定めた成果の達成度を確認する方法、ならびに指

標（項目）を以下に示す。 

 

【成果 1】： WASA の Sub-Engineer と下水・排水担当管理責任者（Sewer Supervisor）が清掃

作業計画および運営計画の必要性を認識し、その策定に係る技術を習得する。 

【指標 1 - 1】  清掃作業計画書の精度 

【方法 1 - 1】  計算書、機材配備計画のチェック 
  

【指標 1 - 2】  機材の整備、点検、修理に係るマニュアルの理解度 

【方法 1 - 2】  テストの実施 

 

【成果 2】： 市民の下水管・下水溝への固形廃棄物の投棄が減少する。 

【指標 2 - 1】  市民の冠水被害改善への意識が高まる。 

【方法 2 - 1】  清掃時に市民が投棄した固形廃棄物の量を記録する。 

 

(5)  ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

「(2) ソフトコンポーネントの目標」並びに「(3) ソフトコンポーネントの成果」を達成

するために必要な活動計画の策定を行う。諸活動の設定は、各成果に対応するもので、大

別すると以下の通りである。 

 

本件を実施する WASA に邦人専門家を１名派遣し、本事業の計画・運営業務の側面支援

に当る。基本的には、Sub-Division の Assistant Director（6 名）と全体事業計画の策定、見直

しを行うと共に、実施については、各地区の Sub-Engineer（16 名）と各地区の下水・排水

担当の現場責任者である Sewer Supervisor（19 名）を加えて十分協議を重ねながら作業計画、

運営方法を定める。 

 

【成果 1 に対する活動】 

1 WASA が作成する既設下水・排水路網図のレビュー（Sub-Engineer と協同作業で精

度の確認および必要箇所の修正を行う） 

2 清掃作業計画（作業工程、機材配置計画、出来高計画）を策定する。（Assistant Director

と Sub-Engineer との協同作業） 
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3 協力効果のモニタリングの実施および結果の分析を行う。（Sub-Engineer および

Sewer Supervisor と協同作業） 

モニタリング項目： 

 対象地域に設けた 20 点の冠水常習地点のモニタリング体制を確立し、集中豪雨

の発生する毎に各地点の冠水範囲、冠水深、排水に要する時間を記録して結果

を分析する。 

 住民の苦情は現在 WASA の複数ある苦情センター（43 ヶ所）および緊急センタ

ー（3 ヶ所（WASA 本部、西局、東局）24 時間窓口）に寄せられているため、

苦情件数の集計方法を出来るだけシステム化する。 

 除去された汚泥は、WASA 独自の一時保管場所におかれているが、その保管場

所にトラックスケールは備えられていないため、トラックの荷台の容量を記録

し、この記録を日報方式で集計するシステムを構築する。また、汚泥は WASA

の一時保管場所ではなく、最終処分場に廃棄するようにする。 

4 機材は毎日点検・整備、修理する必要があり、この手順や方法を示したマニュアル

の作成を行う。（Sub-Engineer および Sewer Supervisor と協同作業） 

 

【成果 2 に対する活動】 

１ 市民への啓発活動ための広報計画を策定する。（Assistant Director と Sub-Engineer と

の協同作業） 

 

上記諸活動は、3 つのステージに分けられる。これら活動内容と目的、対象者、実施方法、

活動期間、実施のための人的リソース、成果品、ならびに日本国側／相手国側負担につい

て次表にまとめた。
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表 2-31 ソフトコンポーネント活動計画 

活動内容 目的 対象者 実施方法 期間 
実施リソース 
【負担者】 

成果品 

ステージ 1 ： 参加型計画段階 

0 邦人コンサルタントが準備

作業を本邦にて行う。 

本プログラムの活動方針にそって、ソフトコンポーネントプログラ

ムで利用するツールを作成する。 

実施機関 活動のためツール

の準備、作成 

25 日 【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

活動ツール 

1 現状と課題の把握 下水管・下水溝からのオーバーフローや冠水被害が発生し、住民か

らの苦情対応による緊急的作業が主なものであり、定期的な清掃活

動などが実施されていない状況であり、運営維持管理上の課題につ

いて、実施機関と協議し、現状の問題点を把握する。 

実施機関 実施機関との現状

把握調査 

5 日 【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

現状報告書 

2 ローカル NGO／コンサル

タントの選定および実施機

関との協議 

実施機関である WASA 本部、東支局、西支局を対象にワークショ

ップを開催することにより、本件における活動の目的・内容と実施

計画の説明を行い、理解と協力を得る。特に運営維持管理の理解の

徹底を図る。本件実施ならびに運営維持管理に際して想定される問

題・課題の分析を通じて、事業実施にかかるトレーニング・ニーズ

を明確にする。 

実施機関本部 

東支局 

西支局 

排水部 

実施機関との協議

／ワークショップ 

10 日 【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

議事録 

ワークショップ

報告書 

3 WASAアカデミーおよびラ

ホール WASA のレビュー 

WASA アカデミー(JICA 技プロ)で実施している運営維持管理にか

かるセミナーおよび先行案件であるラホール WASA における運営

維持管理について確認、協議をして、本ソフトコンポーネントプロ

グラムに反映させる。 

実施機関 

ラホール WASA

JICA チーム 

ミーティング 5 日／ラ

ホール 

 

【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

ラホール WASA／JICA 

レビュー報告書 

4   本事業対象地域をカバーす

る既設下水管網・排水路図

のレビュー 

実施機関で既に整備されている下水管網・排水路図を基に清掃作業

計画を作成するため、図面に基づいてポンプ場を含む下水管網・排

水路を踏査する。 

東支局 

西支局 

排水部 

踏査 14 日 ／

1,785km 

【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

下水管網・排水

路図 

ステージ 2 ： 計画策定段階 

5 清掃作業計画および運営計

画の策定 

下水管網・排水路図を基に作業工程、機材配置計画、出来高計画を

含めた清掃作業計画および運営計画を策定し、定期的に下水管・下

水溝が清掃される。 

東支局 

西支局 

排水部 

ミーティング／ワ

ークショップ 

5 日 【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

清掃作業計画 

運営計画 
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表 2-31 ソフトコンポーネント活動計画 

活動内容 目的 対象者 実施方法 期間 
実施リソース 
【負担者】 

成果品 

実施機関 

6 点検マニュアルの策定 継続的な運営維持管理ができるように毎日点検・整備、修理する機

材の手順や方法を示し、技術力の向上を図る。 

東支局 

西支局 

排水部 

ミーティング／オ

ンザジョブトレー

ニング 

5 日 【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

点検マニュアル 

7 市民への広報計画を策定 市民が下水管・下水溝に固形廃棄物を投機しないように啓発活動を

行う。 

東支局 

西支局 

排水部 

ミーティング／ワ

ークショップ 

4 日 【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

広報計画 

ステージ 3 ：モニタリング段階 

8 モニタリング計画の策定 清掃作業計画および運営計画、点検マニュアル、広報計画通りに活

動が実施されているかモニタリングするための方法や体制を検討

し、計画書を策定する。 

実施機関本部 

東支局 

西支局 

排水部 

ミーティング／ワ

ークショップ 

5 日 【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

モニタリング計

画書 

9 モニタリング体制の構築 モニタリング計画書に基づいて、東支局および西支局にモニタリン

グ体制を構築する。 

実施機関本部 

東支局 

西支局 

排水部 

ミーティング／ワ

ークショップ 

25 日 【日本国側負担】ローカル NGO／コ

ンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

モニタリング体

制図 

10 モニタリングの実施 モニタリング計画書に基づいて、東支局および西支局のモニタリン

グチームがモニタリングを実施する。 

実施機関本部 

東支局 

西支局 

排水部 

モニタリング 25 日 ×2

回 

【日本国側負担】ローカル NGO／コ

ンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

モニタリング報

告書 

11 モニタリングの評価 モニタリング報告書の評価およびモニタリングの実施方法につい

て、実施機関本部と邦人コンサルタントにより評価を行う。 

実施機関本部 

東支局 

西支局 

排水部 

モニタリング 25 日 【日本国側負担】 

邦人コンサルタント 

ローカル NGO／コンサルタント 

【相手国負担】 

実施機関 

モニタリング評

価報告書 
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(6)  ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネント活動を実施するにあたり、前項で示した作業・運営計画に係る

活動を行うために、計画立案、活動の進捗・手法・成果の管理から、全体工程・活動の監

理、ならびに各関係者との協議・調整、工事工程との調整等を行うことのできる専門家が

必要であり、邦人コンサルタント、およびローカルから人材を調達する。また、ラホール

で JICAの技術協力プロジェクトによる機材の運営維持管理のためのWASAアカデミーが今

年度中に開始される予定であり、ファイサラバード WASA の職員も研修に適宜参加させる

ことを考慮する。 

 

同活動を実施するために必要な要員の詳細は下記のとおり。 

 

1) 邦人コンサルタント要員 1 名（運営・維持管理計画担当） 

ソフトコンポーネントの計画立案、活動工程ならびに活動内容全体の監理を行うとともに、

施主および日本側関係諸機関への連絡・報告、また、プログラムの各関係主体との協議、

調整、調達工程の調整を担当する。さらに、活動実施主体となる以下の現地人材に対する

技術指導を行う。 

 

2) ローカル NGO／コンサルタント 

本ソフトコンポーネントの活動実施にあたっては、実施機関側にノウハウの蓄積が乏しい

ため、計画対象地域にて類似業務の実績ならびに能力を有するローカル NGO もしくはロー

カル・コンサルタントを活用する。必要な要員の詳細は、対象地域の規模ならびに実施期

間等を考慮し、下記の通りとする。いずれも類似業務の経験を有し、WASA との円滑なコ

ミュニケーションが可能な人材を配置する。 

 

① プログラム・コーディネーター 1 名 

邦人コンサルタントによる指導の下、活動の進捗状況、各活動における手法ならびに成果

を管理し、邦人コンサルタントに対し報告を行う。同要員は、本件類似活動にプログラム

責任者として従事した経験を有する者とする。 

 

② コミュニティ・ファシリテーター 1 名 

プログラム・コーディネーターの管理の下、同要員を補佐する。組織能力強化に係る運営・

維持管理体制の構築、参加型計画・モニタリング・評価、人材の能力育成に係るプログラ

ムに従事した経験を有する者とする。 

 

ローカル NGO／コンサルタントは、プログラム・コーディネーター1 名、コミュニティ・

ファシリテーター1 名でチームを形成し、活動する。 

 

(7)  ソフトコンポーネントの実施工程（機材納期と合わせて設定する） 

 ソフトコンポーネントの活動を 3-2-4-9 実施工程に示す。 
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(8)  ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの成果品は、前表 3-31 に活動毎にまとめた。先方実施機関ならび

に日本国側に提出されるソフトコンポーネント完了報告書の他に、主な成果品としては、

清掃作業計画書、下水管網・排水路図、モニタリング計画書、広報計画書等ならびに会合

での議事録等であり、これらにより活動の実施状況と成果の達成度を確認する。 

 

(9)  相手国実施機関の責務 

 WASA はこれまで緊急対応に追われた行動をとっていたため、日常の清掃業務及び中

長期的に計画を立てた作業管理を行う体制の整備が行われてこなかった。今回ソフト

コンポーネントプログラムが実施されることにより、体制が整い、清掃計画を効率的

に実施することが可能となる。 

 WASA は、ソフトコンポーネントプログラム開始前に既設下水管網・排水路図面を整

備し、清掃作業計画を策定できるよう準備を整えておくことが必要である。 

 WASA は、市内の下水網・排水路図面のデータファイルを保有するので、そこに不足

している情報を追加し、内容を最新情報にアップデートする必要がある。 

 また、WASA は、Assistant Director と Sub-Engineer がソフトコンポーネントプログラム

において、邦人コンサルタントから計画管理技術を取得し、清掃作業計画の実施にお

いても、計画を理解し、積極的に吸収しようという態度が望まれる。 

 

3-2-4-9 実施工程 

 

本プロジェクトは、日本政府とパキスタン政府の間で交換公文（Exchange of Notes: E/N）、

贈与契約（Grant Agreement: G/A）が締結された後、日本政府の無償資金協力によって実施

される。表 3-32 に示す通り、プロジェクトの実施は、E/N、G/A 締結から、入札業務を含む

実施設計が 6 ヶ月、機材の製作、調達及び据付に 21 ヶ月、更にソフトコンポーネントを見

込んでいる。 
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表 3-32 プロジェクト実施工程表 
月 

項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
                 
●                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 

実
施
設
計 

                 
                 
      ●           
                 
                  
                 
                 
                 
                 
                 
                 
           ●       

入
札
監
理 

                 
                 
                 
                 
                 
           ●       
                 
                 
           ●       
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 ●

機
材
調
達 

                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 
                 

調
達
監
理 

ソ
フ
コ
ン

                 

：国内業務 

：国内及び／又は第三国 

：現地業務 

 

 

E/N、G/A 

コンサルタント契約、現地調査

国内解析、入札図書作成 

図書確認 

入札公示、PQ

図渡し、現説

入札・業者契約

業者契約認証 

機器製作 

検査

船積

輸送

検収・引渡

開梱・搬入、機器据付 

ステージ 3：モニタリング段階 

ステージ 1：参加型計画段階

ステージ 2：計画策定段階



 

3-70 

3-3 相手国側負担事業の概要 

 

(1) 「パ」国に求められる措置 

本事業実施に際して、「パ」国側に求められる措置は、準備調査時のミニッツで合意され

た内容を踏まえて、以下の通りとする。 

1) 計画実施に当たり、各機材に必要な保管場所を確保する。 

2) 調達機材の港における陸揚げ、輸入通関に関する手続きを速やかに実施する。 

3) 本機材調達案件に関し、「パ」国にて邦人に課せられる関税、内国税及びその他税金

を免除する。 

4) 本機材調達案件に関し、邦人の役務の遂行を円滑にするため、「パ」国への入国及び

滞在に必要な便宜を与える。 

5) 本件で調達される機材が適性かつ効果的に維持され、使用されるために必要な要員を

確保し、無償資金協力でカバーできない全ての経費を負担する。 

6) 維持管理に必要とされる機材のパーツは不足をきたさないよう適宜調達する。 

7) 本件で調達される機材は「パ」国より再輸出してはならない。 

8) 「パ」国政府は銀行取極め (B/A) を行い、B/A を締結した銀行に対し、支払い授権

書（A/P）の通知手数料及び支払い手数料を負担する。 

 

(2) 「パ」国側分担事業 

「パ」国側分担事業として特筆すべきは、以下の通りである。 

 

1) 安全確保 

安全確保につき、本調査に係る日本人関係者及び「パ」国人関係者も含めて、十分に

留意することで合意した。WASA の申請により、現地調査の際、警察官による警護が

おこなわれ、「パ」国側による安全確保が遂行された。また、PC-1 において安全確保の

費用を計上することで合意した。 

 

2) PC-1 承認手続き  

「パ」国側も重要性は認識しており、承認を得られるように努力している。PC-1 の作

成につき、ドラフト報告書の説明を待たずに、できるところから始めて、事業費につ

いては JICA からの適宜情報提供することで合意した。 

 

3) 免税負担 

免税措置につき、「パ」国政府及び WASA 負担であることをミニッツで確認した。なお、

現在実施しているファイサラバード上水道整備計画において、業者より資機材のマス

ターリストが提出され、ファイサラバード WASA は免税措置を行っている。今のとこ

ろ、免税措置にかかる業者からのクレームは発生していない。 
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4) 先方側工事 

ポンプ場の既存施設の解体・撤去については、「パ」国側負担で実施することで合意し

た。機材搬入は工事工程に大きく影響するため、具体的なスケジュール（撤去期限等）

について、調査団で検討し、概略設計説明時に合意した。また、各ポンプ場の吐出側

の水路の受容する水量については、それらの形状、寸法から基本的に現状にて不足が

ないことが確認されているが、汚泥の沈積などで機能が低下する恐れがあるので、必

要に応じて浚渫など適切な対応をすることにつき確認された。 

また、機材の保管場所を有蓋施設とするための工事を行うことが合意された。 

 

5) 広報 

「パ」国側も、広報の重要性につき、十分認識しており、現在実施中の上水道案件を

含め、広報活動の展開を行うことが確認された。 

 

6) ゴミの投下にかかる啓発 

WASA は、住民に対し、ラジオや新聞を通して、ゴミを水路に投棄しないように啓蒙

活動を行うための計画がある。本活動は、投棄が発見された場合は、罰金として 1,000

～2,000 Rs の支払いを請求し、支払わない場合は、収監される計画となっている。これ

を施行するために、パンジャブ州から WASA へ判事（Magistrate）が派遣される予定で

ある。なおこの罰金は、WASA の下水管・下水溝の清掃事業に当てられる計画である。

しかし、住民はゴミの投棄を夜中等、WASA の職員に発見されにくい時間帯に行って

いるため、罰金を科すことは困難であると予想されている。その他の予防策として

WASA は看板の設置等も検討している。なお、下水サービスは WASA の担当であり、

廃棄物収集は TMA の管轄であるため、WASA は TMA と協調しながら、啓発発動を実

施することを提案する。 
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3-4  プロジェクトの運営・維持管理計画 

 

WASA の管轄地域は、ファイサラバード市の中心を流れる Rakh Branch Canal により、西

と東に分けられる。維持管理を受け持つ、東西二つの支局が配置され、その下にそれぞれ 3

ヶ所、計 6 つの支部が設置されている。東西支局の職員の内、下水・排水関連の職員構成

は次表の通りである。2012 年には、排水路を担当する排水部が新設され、職員数は、西支

局 614 名、東支局 590 名、排水部 72 名となり、それらの部局で下水・排水事業の運営・維

持管理を実施している。本計画が実施され機材が更新された場合においても、現状の職員

数において運営維持管理の対応に問題ないことが説明された。 

表 3-33 東西支局の下水・排水担当職員構成 (2009 年) 
Sewermen* 

局 Sub-Division 
Assistant 
Director

Sub- 
Engineer

Sewer 
Supervisor Regular Work Charge Total 

Ghulam Muhammad Abad 1  2  5  46 20  74 
Gulberg 1  2  6  54 24  87 
Civil Line 1  4  1  52 12  70 

西 

小計 3  8 12 152 56 231 
Allama Iqbal Colony 1  3  2  72 22 100 
People’s Colony 1  3  2  36 47  89 
Madina Town 1  2  3  29 25  60 

東 

小計 3  8  7 137 94 249 
合計 6 16 19 289 150 480 

*Regular:正職員、Work Charge：契約職員 
出典：WASA データにより調査団作成(2010) 

 
WASA の既存機材は、現在、特に問題なく運営維持管理されている。本プロジェクトで、

新規に機材が調達された場合、要員、人件費及び運営維持管理費は 3-5-2に示す通りである。 
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3-5 プロジェクトの概略事業費 

 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる日本側概略総事業費は、6.88 億円となり、

先に述べた日本とパキスタン国との負担区分に基づく双方の総額内訳は、下記(3)に示す積

算条件によれば、次のとおりと見積られる。ただし、この日本側概略総事業費は交換公文

上の供与限度額を示すものではない。 

 

(1) 日本側負担経費 

概略総事業費 約 687.6 百万円 

 
費目 概略事業費（百万円） 

機材調達費 646.4 

設計監理費 41.2 

 

 

(2) パキスタン国負担経費 

 139.6 万 Rs（約 161.9 百万円） 

 
負担内容 金  額 

（百万 Rps）

金  額 
（百万円）

備  考 

土木、ポンプ基礎部工事 23.6 27.4 ポンプ場 4 ヶ所 
機材保管場所有蓋化工事 21.3 24.7 東西支局・支部および排

水局 
開渠改良工事 25.3 29.3 PS-3、PS-31 各ポンプ場

と幹線排水路間 
アウェアネスキャンペーン 3.0 3.5 一式 
銀行手数料 15.0 17.4 一式 
その他 51.4 59.6 遠隔監視システム、安

全装備、保安対策等 
合計 139.6 161.9  

 

(3) 積算条件 

① 積算時点  ：平成 22 年 12 月 

② 為替交換レート ：1 US$ = 86.60 円 

        1 Rs  = 1.16 円 

③ 調達期間  ：詳細設計、機材調達の期間は、施工工程に示すとおり。 

④ その他 ：積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこ

ととする 
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3-5-2 運営・維持管理費 

 

本計画に係る運営維持管理費（人件費＋O&M 費）に関し、新規の機材調達を 40 台、既

存機材の活用を 71 台とする機材配置計画（表 3-37 参照）のケースにつき、下表 3-34 の通

り試算した。 

試算の結果、人件費と O＆M 費の合計は 49,969 千 Rs/年となり、2009 年度の WASA 経常

予算額 614,663 千 Rs の約 8.1％に相当する。これは、前年度(2008/2009)実績の運営維持管理

費 58,219 千 Rs が経常費（599,832 千 Rs）に占める割合約 9.7%を下回る結果となる。したが

って、本支援が実行される会計年度において、2009 年度と同水準の予算確保ができれば、

下水・排水能力強化後の運営維持管理費が WASA の財務状況を圧迫する要因とはならない。 

 

 

 
    表 3-34 運営維持管理費の試算         (単位：千 Rs) 

 
WASA 機材配置計画 No. 機材名 

配置先 新規 既存 
要員計画 運営維持管理費 

西 支 局 3 支 部
（Sub-Division） 

4 3 操作員 1 名×7 台=7 名 
補助員 3 名×7 台=21 名 

計：28 名 

人件費：2,372 
燃料費：5,810 
補修費： 700 
計： 8,882 

1 高圧洗浄車 
Jet machine 

東 支 局 3 支 部
（Sub-Division） 

4 4 操作員 1 名×8 台=8 名 
補助員 3 名×8 台=24 名 

計：32 名 

人件費：2,711 
燃料費：6,640 
補修費： 800 
計： 10,151 

西支局 1 1 操作員 1 名×2 台=2 名 
補助員 2 名×2 台=4 名 

計：6 名 

人件費： 678 
燃料費： 940 
補修費：1,200 
計： 2,818 

2 汚泥吸引車 
Suction machine 

東支局 1 1 操作員 1 名×2 台=2 名 
補助員 2 名×2 台=4 名 

計：6 名 

人件費： 678 
燃料費： 940 
補修費：1,200 
計： 2,818 

西支局 1* 1 操作員 1 名×2 台=2 名 
補助員 2 名×2 台=4 名 

計：6 名 

人件費： 678 
燃料費： 940 
補修費：1,200 
計： 2,818 

3 中型バックホウ
Backhoe 

東支局 1* 0 操作員 1 名×1 台=1 名 
補助員 2 名×1 台=2 名 

計：3 名 

人件費： 339 
燃料費： 550 
補修費： 150 
計： 1,039 

西支局 1* 0 操作員 2 名×1 台=2 名 
補助員 4 名×1 台=4 名 

計：6 名 

人件費： 339 
燃料費： 536 
補修費： 200 
計： 1,075 

4 小型バックホウ 
Mini-Backhoe  

東支局 
 

1* 0 操作員 2 名×1 台=2 名 
補助員 4 名×1 台=4 名 

計：6 名 

人件費： 339 
燃料費： 536 
補修費： 200 
計： 1,075 

5 バケットクレーン
Bucket Crane 

2 支局 0 2 操作員 2 名×1 台=2 名 
補助員 4 名×1 台=4 名 

計：6 名 

人件費： 339 
燃料費： 536 
補修費： 200 
計： 1,075 

西支局 4* 0 操作員 1 名×4 台=4 名 
補助員 1 名×4 台=4 名 

計：8 名 

人件費： 926 
燃料費：2,534 
補修費： 466 
計： 3,926 

6 ダンプトラック 
Dump truck 

東支局 
 

3* 0 操作員 1 名×3 台=3 名 
補助員 1 名×3 台=3 名 

計：6 名 

人件費： 695 
燃料費：1,900 
補修費： 350 
計： 2,945 
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WASA 機材配置計画 
西支局 3 支部 

 
1* 操作員 1 名×1 台=1 名 

補助員 1 名×1 台=1 名 
計：2 名 

人件費： 231 
燃料費： 630 
補修費：  67 

計： 928 

7 ｸﾚｰﾝ付ｶｰｺﾞﾄﾗｯｸ
Crane cargo truck 

東支局 3 支部
  

1*

0 

操作員 1 名×1 台=1 名 
補助員 1 名×1 台=1 名 

計：2 名 

人件費： 231 
燃料費： 630 
補修費：  67 

計： 928 
西支局 3 支部 

 
0 3 操作員 1 名×3 台=3 名 

補助員 1 名×3 台=3 名 
計：6 名 

人件費： 669 
燃料費： 425 
補修費： 200 
計： 1,294 

8 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾄﾗｯｸ Pick-up 
truck 

東支局 3 支部
  

0 3 操作員 1 名×3 台=3 名 
補助員 1 名×3 台=3 名 

計：6 名 

人件費： 669 
燃料費： 425 
補修費： 200 
計： 1,294 

9 排水ポンプセット 
Dewatering set 

 
2 支局 6 支部 
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西-23
 
東-30

操作員 1 名× 70 台=70 名 
補助員 1 名× 70 台=70 名 

計：140 名 
要員は雨季 4 ヶ月雇用 

人件費：5,201 
燃料費：1,620 
補修費：  82 
計： 6,903 

 
総計 

40 
台 

71 
台 

操作員：43 名 
補助員：86 名 

  計：129 名 
(但、140 名は雨季雇用) 

人件費：17,095 
燃料費：25,592 
補修費： 7,282 
計： 49,969 

*2012 年の改組後排水部に配置 
出典：WASA Data より調査団作成（2011）
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                表 3-35 実施機関（WASA）の経常予算と運営維持管理費    
 (単位：千 Rs) 

No. WASA 経常費 予算の内訳 機材及び要員計画 運営維持管理費 
1 2009-2010 予算 

 
(会計年度は 7 月 
から翌年 6 月末日) 

総額：       845,480 
 
1) 人件費：        385,530 
2) O＆M 費：       104,450 
(下水関連、燃料、補修費他) 
3) 電力費：         285,000 
4) その他：     70,500 
 
 

1)機材配置計画： 
WASA 東西 2 支局
6 支部 
・新規調達機材：

40 台 
・既存機材活用：

71 台 
 

2)要員計画： 
・ 操作員：43 名 
・ 補助員：86 名 
合計：129 名 
但し、排水ポンプ
セットの操作員 70
名と補助員 70 名、
計 140 名は雨季の
緊急対応の期間雇
用とする。 
 
3)人件費：17,095 

( 人 件 費 予 算
385,530 の 約
4.4％) 

新規機材調達に伴い、主
要機材の数量が増加し、
下水・排水に係る稼動機
能の増強が図られる。 
 
能力強化に係る運営維持
管理費は、32,874 となり、
本年度 O&M 費（104,450）
の約 31.5％である。 
 
機材(新規 40 台+既存 71
台=111 台)の維持管理費： 
計 32,874(31.5％) 
・燃料費：25,592 
・補修費：7,282 
 

 

2 2008-2009 実績 
 

(会計年度は 7 月 
から翌年 6 月末日) 

総支出額：         592,316
1) 人件費：        258,719
2) O＆M 費(下水)：       50,527
3) O&M 費(上水)：      18,895
(下水関連、燃料、補修費他) 
4) その他車両燃料・修理費： 7,692
5) 電力費(上下水)：    242,795
6) 事務所経費他：    13,688 

(100％) 
(43.7％) 

(8.5％) 
(3.2％) 

 
(1.3％) 

(41.0％) 
(2.3％) 

下水関連の既存機材 86台
に係る運営維持管理費の
実績： 
1)O&M 費(下水)： 50,527
2)車両燃料･補修費：7,692
3)計：       58,219
 

出典：WASA Data より調査団作成(2011) 

 

(1) 維持管理費の分析と検討 

2008/2009 年度の維持管理費実績では、表 3-35 に示す通り、下水関連 O&M 費(58,219

千 Rs、表 3-36)の約 76.4％(44,487 千 Rs)が、老朽化した機材 86 台の操作員の人件費、燃

料ほか O&M 費におよび機材と車両の補修費に費やされており、新規機材による効率的

な作業能力の強化が必要な状況にあった。 

本計画では、有効利用が可能な既存機材 71 台を活用しながら、新規機材 40 台の機材

調達を行い、計 111 台に増強する。2009 年度の機材関連の予算(104,450 千 Rs)は、新規

機材配置計画の人件費を含む、下水関連 O&M 費(49,969 千 Rs)に対して、約 47.8％相当

であり、現状の機材 86 台が 111 台に増強されるが、予算的には 2008 年度の 12%増の範

囲に抑えられるため、能力強化に加えて効率的な改善が図れると思料される。この改善

策では、表 3-36 の機材関連維持管理費(実績と予算)及び表 3-34 の維持管理費の試算に示

す通り、機材は 111 台に更新増強するが、排水ポンプセット(70 台)の要員を常時雇用か



 

3-77 

ら季節雇用 4 ヶ月を採用することで、人件費は現状の 21,926 千 Rs から 17,095 千 Rs に

縮減可能となる。 

 表 3-36 実施機関の予算と機材関連維持管理費(実績と予測) 
(単位千 Rs) 

WASA 予算 2008/2009 年度（実績） 計画実施年度（予算） 

機材関連維持管理費（実績）  44,487（86 台）  49,969 （111 台) 
1）人件費  21,926   17,095 季節雇用を採用 
2）燃料ほか O&M 費（下水）  18,418   25,592  
3）補修費（機材/車両）   4,143    7,282  
出典：WASA Data より調査団作成(2011) 

 

(2) 新規調達機材と配置計画  

本計画と既存計画の活用を考慮した機材配置計画は下表 3-37 の通りである。 

表 3-37 機材配置計画 
新規調達機材配置計画 既存機材・稼動年数の分析 

既存 No. 機材名 
配置先 新規

総数 活用

20
年
＋

15
年
＋

10
年
＋ 

5
年
＋ 

3
年
＋ 

3
年
－ 

備考 

西支局・3 支部 4 3 3 2 1     更新／増強
1 

高圧洗浄車 
Jet machine 東支局・3 支部 4 4 4 2 1  1   更新／増強

西支局 1 2 1   1  1  更新／増強
2 

汚泥吸引車 
Suction machine 東支局 1 1 1    1   更新／増強

3 
中型バックホウ 
Wheel Backhoe 

排水部 2 1 1    1   更新／増強

4 
小型バックホウ 
Mini-Backhoe 

排水部 2 0 0       増強 

5 
バケットクレーン

Bucket Crane 
排水部 0 2 2 2      既存活用 

6 
ダンプトラック 

Dump truck 
排水部 7 2 0   2    更新／増強

7 
ｸﾚｰﾝ付ｶｰｺﾞﾄﾗｯｸ 

Crane cargo 
truck 

排水部 2 0 0       増強 

8 
ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾄﾗｯｸ 
Pick-up truck 

排水部 0 7 6 5   2   既存活用 

西-33 23  6 12   15 更新／増強
9 

排水ポンプセット 
Dewatering set 

2 支局 6 支部 17 
東-37 30 7  20   10 更新／増強

総計 40 台 92 台 71 台 18 8 35 5 1 25  

出典：WASA Data より調査団作成(2011) 
 

********** 
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第 4 章 プロジェクトの評価 

 

4-1 事業実施のための前提条件 

 
  本プロジェクトによる機材調達後、事業が適正に実施されるためには、「パ」国側による以下の

事項の履行が前提となる。 

 

 PC-1 手続きの完了 

 予算措置 

 関税手続便宜供与 

 免税措置 

 銀行手数料負担 

 
4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

 

本プロジェクトが、当初の効果を発現・維持するためには、｢パ｣国側による以下の投入が必

要とされる。 

 

 運転要員の確保 

 

本プロジェクトで調達される機材が有効に活用されるためには、増量される機材に応じた十分

な要員の配置が必要となる。 

 

 機材保管場所の確保 

 

既存の WASA の機材保管場所が、無蓋で耐候性が低いため、機材の劣化を防ぎより長く使用す

べく適切な屋根を設置する。 

 

 機材の適切な維持管理 

 

本プロジェクトの調達計画が既存の機材の活用を前提としているため、期待される稼動状況を

維持すべく適切な保守管理が適切に行われる必要がある。 

 

 既存ポンプ場における準備工事 

 

ポンプおよび発電機の据付工事は、日本側が実施するが、既設の機材の撤去や旧い附帯施設の

改修は「パ」国側が行う。 

 

 既存ポンプ場吐出施設の改善 
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増強されたポンプからの排水量に応じた吐出先施設の容量が確保されていることが必要である。

WASA 側から提供された資料に基づく既存施設の寸法からは、十分に受容するものと判断され

るが、汚泥の沈積など本来の機能を果たせない場合も想定されるため、必要に応じて浚渫など

を行う。 

 

 アウェアネスキャンペーンの実施 

 

下水・排水施設への廃棄物の投棄を防ぐための住民への啓発活動が有効な予防措置として必要

である。 

 

4-3 外部条件 

 

プロジェクトの効果を発現・持続させるための外部条件は、以下の通り想定される。 

 

 治安・政情が極端に悪化しない。 

 WASA およびパンジャブ政府の財政事情が極端に悪化しない。 

 

4-4 プロジェクトの評価 

 

以下に示す内容から本プロジェクトの妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断する。 

 

4-4-1 妥当性 

  

 本プロジェクトが軽減を目指す冠水、浸水の被害は、対象地域の経済･社会、保健衛生面に

大きな悪影響を与えおり解決すべき緊急の課題となっている。 

 

 本プロジェクトは、冠水・浸水による被害の軽減に直接寄与するものであり、現状として

起きている問題解決に対する即効性を有している。 

 

 本プロジェクトにより下水サービスの対象となっている 160 万人以上の住民が直接的、間

接的に裨益することとなる。特に浸水被害が道路や住宅の整備が遅れた地域に対してより

甚大な被害をもたらしている現状からは、そこに関わる社会的な弱者の救済に本プロジェ

クトは大きく寄与することとなる。 

 

 上下水道の整備が一体のものとして進められる原則からは、現在我が国がファイサラバー

ド市を対象として進める上水道整備と対を成すものとして我が国の協力として整合性を有

している。 
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4-4-2 有効性 

 

定量的効果 

 

成果指標 現状の数値（2011 年） 計画値（2013 年） 

機材による全下水管網清掃 

作業に要する期間短縮 

（高圧洗浄車+汚泥吸引車） 

21.6 年 10.8 年 

緊急時可能出動回数の増加 

 高圧洗浄車 

（平均出動要請数 40.3 回/日） 

 汚泥吸引車 

（平均出動要請数 10.1 回/日） 

 排水ポンプセット 

（平均出動要請数 69.9 回/日） 

 

18.9 回/日 

 

6.0 回/日 

 

53 回/日 

 

 

40.5 回/日 

 

12.0 回/日 

 

70 回/日以上 

 

現場到着最短所要時間の短縮 

（排水ポンプセット及び運搬車

輌） 

25～60 分 

（家畜、農業用トラクタ

ー） 

20 分以下 

（クレーン付きトラック、ピッ

クアップトラック） 

緊急時排水能力の向上 

（排水ポンプセット） 

26.5cfs 43.5cfs 

※64.2%の能力向上 

汚泥・廃棄物の除去量の増大 

 浚渫能力（掘削機） 

 運搬能力（ダンプトラック） 

 

570 ㎥/日 

9.1 ㎥/日 

 

936 ㎥/日 

63.7 ㎥/日 

更新対象の市内幹線排水路への

排水ポンプ場(4 か所)の能力向上 

246cfs 376cfs 

※52.8%の能力向上 

 

定性的効果 

 

 浸水、冠水被害の軽減により、それらに起因する水系伝染病罹患の危険性が減じられる。 

 道路の冠水や市街地の浸水により阻害されていた市民の経済・社会活動が活発になる。 

 廃棄物の放置や慢性的な浸水状態が改善されることにより市内の衛生環境が改善する。 

 

********** 
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田中 顕治 調査企画 JICA 地球環境部 

水資源・防災グループ防災第一課 

Mahmood Jilani 事業監理 JICA パキスタン事務所 所員 

Deputy Resident Representative, 
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高松 章二 積算／施工・調達計画 1 日本テクノ株式会社 

宮内 浩司 積算／施工・調達計画 2 日本テクノ株式会社 
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資料 2 調査日程 

現地調査 

官団員 コンサルタント団員 

団長 計画監理 業務主任/下水･
排水計画 

設備計画 機材計画 積算/施工･調達
計画 1 

順
位 月 日 曜

日 

永友 ジラニ 藤井 小川 香川 高松 
1 7 日 東京発､ﾗﾎｰﾙ着   関西発、ラホール着 東京発、ラホール着 
2 8 月 P&D Urban Unit 表敬、Faisalabad FDA/WASA 表敬・ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ説明、ｻｲﾄ視察 
3 9 火 HUD&PHED 表敬･ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ説明、ミニッツ協議 
4 10 水 HUD&PHED・P&D ミニッツ署名､WASA Lahore 表敬、ﾗﾎｰﾙ下水･排水状況視察 

世銀会合参加 ﾗﾎｰﾙ下水・排水状況視察 5 11 木 イスラマバードへ移動 
ﾌｧｲｻﾗﾊﾞｰﾄﾞへ移動 

JICA･日本大使館･EAD 報告 6 12 金 
ｲｽﾗﾏﾊﾞｰﾄﾞ発   

WASA Faisalabad 打合せ、資料収集 

7 13 土 東京着   WASA Faisalabad 打合せ、ポンプ場・機材調査 
8 14 日   団内打合せ、データ・資料整理 
9 15 月   WASA Faisalabad 打合せ、ポンプ場・機材調査 

10 16 火   ポンプ場・機材調査 
11 17 水 団内打合せ、データ・資料整理 
12 18 木 WASA 打合せ、ポンプ場・下水処理施設調査 
13 19 金 

Eid 祭日（17 日～19 日） 
ポンプ場・機材調査 

14 20 土 機材・市内状況調査 
15 21 日 団内打合せ、データ・資料整理 
16 22 月 WASA 打合せ、機材調査 積算調査 
17 23 火 WASA 打合せ、資料収集 積算調査 
18 24 水 WASA 打合せ、下水･排水路調査、資料収集 
19 25 木 WASA 打合せ、要請機材再確認 

20 26 金 要請機材再確認、優先順位打合わせ 積算調査、ｲｽﾗﾏ
ﾊﾞｰﾄﾞ発 

21 27 土 データ・資料収集 東京着 
22 28 日 団内打合せ、データ・資料整理   
23 29 月 WASA 打合せ､資料収集   
24 

11 

30 火 下水管･排水路調査､WASA 打合せ､資料収集   

25 1 水 WASA 打合せ、資料収集、下水管･排水路調査、ポ
ンプ場･機材確認調査 

  

26 2 木 WASA 打合せ､Technical Note 打合せ･署名   
27 3 金 ラホールへ移動､P&D 報告､JICA 担当者報告   
28 4 土 関連機材調査、イスラマバードへ移動   

団内打合､データ整理   29 5 日 
 イスラマバード発   

30 6 月 EOJ 表敬･報告､イ
スラマバード発 

関西着 東京着   

31 

12 

7 火 

  

関西着   

概略設計説明協議 

官団員 コンサルタント団員 
団長 調査企画 計画監理 積算/施工･調達計画 1 積算/施工･調達計画 2

順
位 月 日 曜

日 
鎌田 田中 ジラニ 高松 宮内 

1 19 日 東京発､ﾗﾎｰﾙ着  東京発､ﾗﾎｰﾙ着  

2 20 月 P&D 表敬、ﾌｧｲｻﾗﾊﾞｰﾄﾞへ移動、WASA 表敬、ｻｲﾄ視察、先方負担確認 
3 21 火 ﾗﾎｰﾙへ移動、HUD&PHED、FDA、WASA ミニッツ協議 
4 22 水 HUD&PHED、FDA、WASA ミニッツ協議 

ミニッツ調印 
5 23 木 

ｲｽﾗﾏﾊﾞｰﾄﾞへ移動 ﾌｧｲｻﾗﾊﾞｰﾄﾞへ移動、WASA 負担工事打合せ

JICA･日本大使館･EAD 報告 WASA 負担工事打合せ 
6 24 金 

ｲｽﾗﾏﾊﾞｰﾄﾞ発  ﾗﾎｰﾙへ移動、ﾗﾎｰﾙ発 
7 

2 

25 土 東京着    東京着 
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Assistant Director, People’s 
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Naru Otsubo 日本大使館 First Secretary 

Akira Goto 日本大使館 Second Secretary 
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資料-777 774  下水管清掃について 

 

 WASA から入手した大型の下水管（直径 21 インチ以上）の管網を記入した地図から、

管径別に管長を出し実際の長さに変換すると、全下水管長 1785km に対し、3.8%になる。

地図に記されていない管を小径管（聴取により主な下水管は 9 インチ以上）とし、残りの

1716.8km を管径が小さいほど敷設割合が大きくなるように配分した。管内の清掃は管径

27 インチ超過の管では中に人が入ることが出来るものとして、高圧洗浄車と汚泥吸引車に

よる清掃対象外とし、27 インチ以下の下水管を対象に管径が小さくなるほど管内堆積物に

よる管閉塞の割合が大きいと考えて管内堆積物土砂量を推定した。ただし、現実に下水が

管内を流れていることから管閉塞率を上限 50%と設定した。 

 

表-１ 下水管清掃の条件と清掃にかかる年数 

下水管全長 km 1,785 

27 インチ以下の下水管長 km 1,716.8 

機材 1 式 1 日で清掃できる堆積物量 m3/日 

（下水道管路施設維持管理積算資料 2009） 

1.2~4.5 管径による 

1 年間の作業日数 日 250 

管内堆積物、土砂量合計 m3 (注 1) 44,583 

機材 1 式の必要な総清掃作業日数 日 (注 2) 10,803 
注 1：管内堆積物、土砂量合計は、表-3 の下から 3 行目、土砂量の合計 
注 2：機材 1 式の必要な総清掃作業日数は、表-3 の最下段、機材 1 式の作業日数の合計 
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表-4 管径別閉塞断面積 （単位×10-2m2） 

 ←←   人が下水管内に入坑できない   →→ 

管径(mm) 

土砂深(%） 
250 300 350 400 450 500 600 700

  5 0.092 0.132 0.180 0.235 0.297 0.367 0.529 0.719

 10 0.255 0.368 0.501 0.654 0.828 1.022 1.472 2.003

 15 0.426 0.665 0.905 1.182 1.496 1.847 2.659 3.620

 20 0.699 1.006 1.370 1.789 2.264 2.796 4.026 5.479

 25 0.960 1.382 1.881 2.457 3.109 3.839 5.528 7.524

 30 1.239 1.784 2.428 3.171 4.013 4.954 7.134 9.710

 35 1.531 2.205 3.001 3.920 4.961 6.125 8.819 12.004

 40 1.834 2.640 3.594 4.694 5.941 7.334 10.561 14.375

 45 2.142 3.085 4.199 5.485 6.941 8.570 12.340 16.796

 50 2.454 3.534 4.811 6.283 7.952 9.817 14.137 19.242

 55 2.765 3.984 5.422 7.082 8.963 11.065 15.934 21.688

 60 3.075 4.428 6.027 7.872 9.964 12.301 17.713 24.109

 65 3.378 4.864 6.620 8.647 10.943 13.510 19.455 26.480

 70 3.669 5.285 7.194 9.396 11.891 14.681 21.140 28.774

 75 3.949 5.687 7.740 10.110 12.795 15.796 22.747 30.961

 80 4.210 6.062 8.251 10.777 13.640 16.839 24.249 33.005

 85 4.447 6.404 8.716 11.384 14.408 17.788 25.615 34.865

 90 4.653 6.701 9.120 11.912 15.077 18.613 25.803 36.482

 95 4.817 6.936 9.441 12.331 15.607 19.800 27.746 37.765

100 4.909 7.069 9.621 12.566 15.904 19.635 28.274 38.485
出典：下水道管路施設維持管理積算資料、2009 
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表-5 管径別清掃土砂量 （単位 m3/日） 

 ←←   人が下水管内に入坑できない   →→ 

管径(mm) 

土砂深(%） 
250 300 350 400 450 500 600 700

  5 0.509 0.733 0.906 1.071 1.189 1.303 1.337 1.237

 10 1.005 1.413 1.647 1.870 2.044 2.166 2.104 2.283

 15 1.556 2.008 2.317 2.600 2.812 2.881 3.032 3.222

 20 1.999 2.536 2.900 3.185 2.442 3.522 3.865 4.055

 25 2.505 3.054 3.499 3.783 4.042 4.107 4.809 5.041

 30 2.911 3.531 4.030 4.249 4.535 4.607 5.493 5.535

 35 3.307 3.947 4.472 4.704 4.961 5.083 6.262 6.482

 40 3.814 4.541 5.067 5.398 5.463 5.501 6.970 7.044

 45 4.049 4.658 5.249 5.649 5.692 5.913 7.404 7.222

 50 4.466 5.125 5.917 5.969 6.521 6.283 8.341 7.889

 55 3.926 4.301 4.715 4.742 4.659 4.535 5.574 6.070

 60 3.782 4.047 4.352 4.317 4.279 4.047 5.018 5.727

 65 3.577 3.791 3.969 3.888 3.827 3.645 4.471 5.027

 70 3.385 3.487 3.667 3.475 3.328 3.082 4.015 4.602

 75 3.159 3.182 3.325 3.030 2.940 2.683 3.636 4.021

 80 2.902 2.907 2.968 2.692 2.453 2.356 3.150 3.628

 85 2.715 2.563 2.617 2.392 2.163 1.958 2.563 3.140

 90 2.418 2.277 2.279 2.024 1.808 1.674 2.143 2.552

 95 2.166 1.941 1.981 1.725 1.560 1.348 1.941 2.264

100 1.914 1.766 1.635 1.507 1.272 1.178 1.696 2.309
出典：下水道管路施設維持管理積算資料、2009 
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資料 8 計画ポンプ容量の妥当性の検討 

 

本計画で算出した計画流入量およびポンプ容量につき、各ポンプ場施設の諸元に基づく可

能最大流入量および流出量に照らして適正規模の範囲であるか確認を行った。 即ち、各

ポンプ場に流入する下水管路と各ポンプ場からの流出先の管路や排水溝の寸法、形状、材

質などから想定される最大流入量と最大流出量を算出し、計画される水量がそれを超過し

ないことを検証した。 

 

検証に当たっては、下水道施設計画・設計指針による設計諸元を用いて、本計画の実情に

合わせて以下の通り条件を定めた。 

 

流入量： 各ポンプ場に流入可能な最大の水量を求めるべく既設の管路の断面積に流速を乗

じて単位時間当たりの流入量を算出した。 

 

流出量： 各ポンプ場におけるポンプからの吐出し側の施設の許容する水量を算出する。流

出先となる開渠などの施設の断面積に流速を乗じて算出した。 

 

流速： 汚水管で最小 0.6m/s、最大 3.0m/s，雨水および合流式管で最小 0.8m/s、最大 3.0m/s。 

理想的な流速は合流式／分流式に因らず 1.0～1.8m/s とされ、下流へ行くほど漸増

させるのが一般的である。実際の計測値がないため、後述する勾配から勘案して

決定した。 

 

勾配： 勾配を求めるための標高を示すデータが無いため、流速を求めるための勾配につ

いては、既設の管径に応じた適正勾配を用いると同時に、極端に小さいケースと

して、現実的ではないが 1‰による計算も行った。下水道施設計画・設計指針に

おいて勾配について特に基準はないが、下流へ行くほど緩くなるよう配慮すると

されている。ただし施工精度の問題から最低勾配は 3‰（やむを得ない場合は 2‰）、

最大勾配は 100‰以下とするのが一般的である。そのため、ここでは海老江邦雄

（北見工業大学工学部教授）による最小勾配の提唱式から、各流入管の最低勾配

を設定することとした。提唱式によると最小 1.3‰、最大 5.9‰となるが、ファイ

サラバードの場合、ほとんど起伏のない土地であり、最小勾配を 3‰とすること

は現実的ではないため最小勾配を 2‰とし、それを超えるものについては提唱式

により算定される最小勾配を採用した。流出側については、収集した図面資料か

ら読み取り、それを用いた。 

 

水深比：開水路の場合、断面形によって任意の水深における流量、流速、径深など値を基
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準流状態に対する比を用いて水理特性曲線が表され、円形管の場合、流速が最大

となるのはおよそ 80%、流量が最大となるのはおよそ 90%となる。通常円形管の

開水路における流量算定は 80%水深にて行うため、それを用いた。ただし、サイ

フォン構造の部分と、PS-3 ポンプ場におけるバイパス菅の下流側は上流側との縦

断線形から、100％とした。 

 

粗度係数：各ポンプ場に実際に接続する管路および開渠の材質に応じたマニング公式に用

いられる標準値とした。 

 

確認の結果として、対象となる全てのポンプ場に関し、計画される流入量とそれに応じた

ポンプ容量は、いずれもポンプ場施設の流入量と流出量に対して適正な範囲であることが

確認された。検証結果の詳細を別表に示す。 

 

勾配を 1‰としたケースについては、それによって算出される流入量 A（別表）が PS-30 Bawa 

Chak の計画流入量で 1 割、ポンプ容量で 2 割下回る結果となる。ただし、下水管路につい

て 1‰という想定が現実的でないことから、管径に応じた勾配および流速にて算出された流

入量 B（別表）がより適切なものと考えられ、その場合は、計画流入量、ポンプ容量共にそ

れを下回るため適正とされる。 

 

流出量については、いずれのケースについても計画される流入量およびポンプ容量を上回

っており、十分な許容力を備えていると考えられる。 
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